
経
済
産
業
省
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長
福
田
　
敦
史
氏

さらなる省エネに向けて

技
術
開
発
と
採
用
の
促
進
を

　
わ
が
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

は
、
１
９
７
９
年
に
制
定
さ
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に

関
す
る
法
律

省
エ
ネ
法

を
基

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
は
、
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
も
踏
ま
え
て
さ
ら
な
る

省
エ
ネ
を
進
め
る
た
め
、

年
に

省
エ
ネ
法
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
以
降
、
対
象
機
器
は

機
器
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

機
械
器
具
分
野
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
の
改
善
に
大
き
な

成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年

１
月
、
総
合
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
部
会
に
お
い
て
、
三
相

誘
導
電
動
機

モ
ー
タ
ー

が
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
３
要
件

わ
が
国
に
お
い
て
大
量
に
使

用
さ
れ
る
も
の

そ
の
使
用
に
際

し
相
当
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

す
る
も
の

そ
の
機
械
器
具
に
係

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
も

の

に
合
致
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
同
基
準
部
会
三
相
誘
導
電
動

機
判
断
基
準
小
委
員
会
に
お
い
て

モ
ー
タ
ー
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基

準

目
標
基
準
値
、目
標
年
度
等

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
今
年
６
月

に
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

月
に
は
政
省
令
、
判
断
基
準
を
交

付
し
、
施
行
の
予
定
で
す
。

　
今
後
、
製
造
・
輸
入
事
業
者

製
造
事
業
者
等

は
、
モ
ー
タ

ー
の
省
エ
ネ
化
の
た
め
の
技
術
開

発
を
促
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
の
優
れ
た
製
品
の
開
発
・
輸

入
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
機

器
の
カ
タ
ロ
グ
や
取
り
扱
い
説
明

書
な
ど
、
使
用
者
の
製
品
の
選
定

に
当
た
り
提
示
す
る
資
料
の
見
や

す
い
箇
所
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
を
記
載
す
る
な
ど
、
使
用
者
が

省
エ
ネ
性
能
の
優
れ
た
モ
ー
タ
ー

を
選
択
で
き
る
よ
う
適
切
な
情
報

の
提
供
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
既
に
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

製
品
が
上
市
さ
れ
て
い
る
と
い
う

情
報
も
お
聞
き
し
ま
す
。
製
造
事

業
者
等
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、

高
性
能
モ
ー
タ
ー
の
開
発
・
実
用

化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
使
用
者
の
方
々
に
お
か
れ

て
は
高
性
能
モ
ー
タ
ー
の
積
極
的

採
用
に
よ
り
、
自
ら
の
競
争
力
強

化
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
層
の
徹
底
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日立産機システムでは早期の切り替えに向け生産を本格化

　
三
相
誘
導
電
動
機
産
業
用
モ
ー
タ
ー
が
省
エ
ネ
製
品
を
普
及
さ
せ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
特
定
機
器

に
追
加
さ
れ
る
の
を
受
け
、
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
各
社
は
対
応
製
品
を
相
次
ぎ
市
場
投
入
し
て
い
る
。
規
制
開
始

さ
れ
る
の
は
２
０
１
５
年
４
月
。
省
エ
ネ
基
準
は
欧
米
な
ど
に
合
わ
せ
た
「
Ｉ
Ｅ
３
」
基
準
相
当
に
変
わ
り
、
ユ

ー
ザ
ー
に
切
り
替
え
要
請
を
本
格
化
す
る
。
産
業
用
モ
ー
タ
ー
は
日
本
の
総
消
費
電
力
の

％
を
も
占
め
、
高
効

率
製
品
に
よ
る
節
電
効
果
は
大
き
い
。
ま
た
世
界
基
準
と
し
て
各
国
で
高
効
率
規
制
が
進
む
中
、
モ
ー
タ
ー
を
組

み
込
む
各
種
の
設
備
機
器
も
含
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
後
押
し
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

トップランナーモーター
長
時
間
稼
働
で
経
済
性
向
上

２
０
１
５
年
度
ス
タ
ー
ト

省エネ社会への貢献目指す

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
後
押
し

特定機器の対象範囲

【三相誘導電動機（産業用モーター）のトップランナー基準導入】
●三相誘導電動機とは、三相交流電源から動力を得て、電磁誘導により
固定子から回転子に電力を送り、これを利用して動力を発生する。構造
上、かご形と巻線形の２種類あるが、その大半をかご形が占める。
●国内への供給量は 年度から 年度の平均では年間 万台、市場規模
は 億円程度。
●今回のＩＥ３レベル相当への規制においては、国際規格では周波数や
出力などにより を超える区分になっているが、切り替えを早期にする
ため同じ効率値の統合や係数処理を用いて、 区分に簡素化された。

世界基準の省エネ実現地球環境保護・温暖化防止のために

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １０月２８日 月曜日 　　

　
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
規

制
が
始
ま
る
産
業
用
モ
ー
タ

ー
の
「
Ｉ
Ｅ
３

プ
レ
ミ
ア

ム
効
率

」
基
準
は
、
国
際

電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

の
効
率
基
準
値
。
モ
ー
タ
ー

の
低
損
失
を
徹
底
的
に
追
求

し
設
計
・
製
造
さ
れ
て
い

る
。
高
価
な
電
磁
鋼
板
が
使

わ
れ
る
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の

導
入
コ
ス
ト
は
従
来
モ
ー
タ

ー
と
比
べ
一
般
的
に
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
が
低
減
可
能
。
稼

働
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ

ど
、経
済
性
が
生
ま
れ
る
。平

均
的
な
運
転
条
件
の
場
合
、

導
入
コ
ス
ト
に
対
し
３
年
程

度
で
回
収
が
可
能
と
さ
れ
、

ま
た
電
力
料
金
が
上
が
る
ほ

ど
導
入
コ
ス
ト
の
回
収
は
早

く
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　
経
済
産
業
省
は
６
月
に
省

エ
ネ
製
品
の
普
及
を
は
か
る

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」

に
こ
の
Ｉ
Ｅ
３
モ
ー
タ
ー
を

加
え
る
こ
と
を
決
定
。

月

１
日
に
施
行
予
定
し
て
い
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
関
す
る
法
律
」

省

エ
ネ
法

の
改
正
に
よ
り
正

式
に
決
ま
る
。
対
象
と
な
る

モ
ー
タ
ー
は
定
格
出
力
が
０

・

―
３
７
５

ま

で
。
ギ
ア
モ
ー
タ
ー
や
ブ
レ

ー
キ
付
き
モ
ー
タ
ー
な
ど
も

対
象
。
た
だ
、
機
械
に
組
み

込
ま
れ
分
離
し
て
試
験
が
で

き
な
い
も
の
や
防
爆
モ
ー
タ

ー
な
ど
対
象
外
の
も
の
も
あ

る
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
は

製
造
事
業
者
に
対
す
る
規

制
。
規
制
開
始
後
に
モ
ー
タ

ー
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
製
造
ま

た
は
輸
入
に
よ
り
供
給
す
る

産
業
用
モ
ー
タ
ー
は
Ｉ
Ｅ
３

基
準
の
達
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
供
給
す
る
モ
ー
タ
ー

メ
ー
カ
ー
側
は
対
応
製
品
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
順
次
、
発

表
し
て
い
る
。
ス
ム
ー
ズ
に

切
り
替
え
を
促
す
た
め
、
従

来
モ
ー
タ
ー
と
取
り
付
け
や

使
用
条
件
に
変
更
が
な
い
タ

イ
プ
の
発
売
が
目
立
っ
て
い

る
。
ま
た
高
効
率
モ
ー
タ
ー

採
用
時
に
増
え
る
傾
向
に
あ

る
始
動
電
流
の
増
加
を
抑

え
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
設
備

の
省
ス
ペ
ー
ス
化
が
計
れ
る

製
品
を
発
表
す
る
メ
ー
カ
ー

も
あ
る
。
　

　
９
月
末
、
東
京
都
内
で
日

本
規
格
協
会
主
催
に
よ
る

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ

ー
」
の
普
及
に
向
け
た
説
明

会
が
開
か
れ
た
。
今
回
の
規

制
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
っ

た
日
本
電
機
工
業
会
高
効
率

モ
ー
タ
普
及
委
員
会
委
員
長

を
務
め
た
日
立
産
機
シ
ス
テ

ム
の
小
俣
剛
氏
は
「
新
規
の

モ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
既
設

の
モ
ー
タ
ー
も
切
り
替
え
る

よ
う
な
動
き
に
し
て
い
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
は

あ
く
ま
で
製
造
事
業
者
に
義

務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
規
制
開
始

以
前
か
ら
使
用
し
て
い
る
機

器
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

る
。
既
設
の
モ
ー
タ
ー
は
対

象
外
で
あ
る
が
、
産
業
用
モ

ー
タ
ー
は
現
在
、
国
内
で
１

億
台
も
の
台
数
が
稼
働
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
全

て
Ｉ
Ｅ
３
に
置
き
換
わ
っ
た

時
の
節
電
効
果
は
大
き
い
。

原
子
力
発
電
所
が
多
く
稼
働

し
て
い
た

年
で
の
試
算
で

は
、
電
力
の
削
減
量
は
全
消

費
電
力
の
１
・
５
％
に
相
当

す
る
年
間
１
５
５
億

時
、
二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
は
５
２
７
万

。

　
原
発
の
再
稼
働
が
難
し
い

中
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
抑
制
が

大
き
な
課
題
と
し
て
の
し
か

か
っ
て
い
る
だ
け
に
、
使
用

電
力
の
直
接
の
削
減
は
当
時

の
試
算
以
上
に
Ｃ
Ｏ
２
削
減

を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る

と
み
ら
れ
る
。

　
産
業
用
モ
ー
タ
ー
は
数
あ

る
モ
ー
タ
ー
の
中
で
も
最
も

汎
用
的
に
使
わ
れ
る
。
普
及

し
て
い
る
１
億
台
の
う
ち
７

割
以
上
が
ポ
ン
プ
や
圧
縮

機
、
送
風
機
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ポ
ン
プ

な
ど
は
各
種
の
産
業
機
械
や

搬
送
装
置
、
ビ
ル
シ
ス
テ

ム
、
発
電
設
備
、
上
下
水
道

設
備
な
ど
目
に
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
多
く
活
躍
。
こ
の
ほ

か
工
作
機
械
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
で
も
数
多
く
搭
載

さ
れ
て
い
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
側
の
関
連
団
体

で
あ
る
日
本
産
業
機
械
工
業

会
の
吉
良
雅
治
産
業
機
械
第

一
部
長
は
「
会
員
企
業
で
は

モ
ー
タ
ー
の
価
格
上
昇
分
を

踏
ま
え
た
設
備
償
却
期
間
が

各
自
の
製
品
で
実
際
、
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
関
心
が
高

い
。
ま
た
従
来
モ
ー
タ
ー
で

な
い
と
対
応
で
き
な
い
既
存

機
器
用
の
モ
ー
タ
ー
の
在
庫

が
い
つ
ま
で
あ
る
か
に
つ
い

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
」
と

解
説
す
る
。

　
今
後
は
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
従
来
型
モ
ー
タ
ー

の
在
庫
消
化
、
製
造
ラ
イ
ン

の
変
更
、
材
料
・
部
品
の
変

更
な
ど
が
順
次
行
わ
れ
る
。

各
社
は
国
内
外
で
の
工
場
ラ

イ
ン
増
設
に
動
い
て
お
り
、

短
納
期
体
制
の
確
立
を
急

ぐ
。
事
業
者
に
よ
り
異
な
る

が
、
現
行
品
の
出
荷
停
止
を

早
め
に
進
め
て
い
く
メ
ー
カ

ー
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
ユ
ー
ザ
ー
は
早
期
の
準

備
、
場
合
に
よ
っ
て
は
組
み

込
む
機
械
設
備
の
設
計
変
更

な
ど
が
必
要
と
な
る
。

　
世
界
各
国
で
は
米
国
を
先

頭
に
こ
う
し
た
高
効
率
な
モ

ー
タ
ー
を
推
奨
す
る
法
制
化

が
積
極
的
だ
。
現
状
は
日
本

国
内
で
稼
働
し
て
い
る
の
は

Ｉ
Ｅ
１
基
準
が
ほ
と
ん
ど

で
モ
ー
タ
ー
単
体
の
規
制
は

こ
れ
ま
で
遅
れ
て
い
た
。
国

に
よ
っ
て
は
Ｉ
Ｅ
２
基
準
を

導
入
し
て
か
ら
Ｉ
Ｅ
３
へ
と

移
行
す
る
国
も
あ
る
が
、

年
か
ら
は
欧
州
で
も
Ｉ
Ｅ
３

規
制
が
始
ま
り
国
内
で
も
グ

ロ
ー
バ
ル
基
準
へ
の
整
合
化

が
急
が
れ
て
い
た
。
こ
の
た

め
一
気
に
Ｉ
Ｅ
３
へ
と
移
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
モ
ー
タ
ー
を
搭
載
す
る
セ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
は
今
後
、

国
内
生
産
の
Ｉ
Ｅ
３
モ
ー
タ

ー
を
組
み
込
ん
で
信
頼
性
の

高
い
日
本
品
質
と
し
て
販
売

拡
大
す
る
こ
と
や
、
モ
ー
タ

ー
メ
ー
カ
ー
の
海
外
工
場
生

産
品
を
現
地
で
組
み
込
み
出

荷
す
る
な
ど
の
需
要
が
増
え

て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

「
運
用
を
開
始
す
れ
ば
多
少

の
問
題
は
発
生
す
る
だ
ろ
う

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
の
モ

ー
タ
ー
を
積
極
採
用
し
、
装

置
全
体
の
高
効
率
化
に
取
り

組
む
」

吉
良
雅
治
日
本
産

業
機
械
工
業
会
産
業
機
械
第

一
部
長

と
い
っ
た
、
チ
ャ

ン
ス
の
時
期
と
と
ら
え
る
の

が
重
要
だ
ろ
う
。

　
正
式
に
規
制
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
で
生
き
残
り
を
か
け

る
製
造
業
に
と
っ
て
好
機
と

な
る
と
み
ら
れ
る
。


